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九
：八

き
'ぺ.
'.
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.
す
る
も
の
は
價
格
の
變
化
率
で
あ
る
。
人
ロ
が
ー
定
率
><

で
增
加
し
て
ゐ
る
と
き
必
要
と
さ
れ
る
貯
蓄
率
を
&
、
人
ロ
が
靜
を
し
て
ゐ
て 

抜
術
が
一
定
率Y

で
進
步
し
て
行
く
と
き
必
要
な
貯
蓄
率
をb
と
す
れ
ば
、
.
：
.
兩
#-
が
同
時
に
前
述.
の
成
率
で
增
加
す
る
と
ぎ
必
要
ど
：な
る 

貯
#-
率
は 
a
+
b+
a
b 
と
な
る
。
 

，
，.- 

- 

■

ハ.
.

-P.
ッ
ド
は
右
の
前
提
の̂

に
成
長
率
の
公̂

を
樹
立
し
^-
s
と
す
る
。' >1;

の
公
式
は
マ
クP :
ダ

イ

ナ
£

ヴ
ク
ス
の
觀
點
か
ら
_
成 

.
さ.
れ
、
直
接
に
は
企
業
の

b
eh

avio
r

は
問
掘
：

と
.#

れ
な
い
。
企
業
の
行
動
は
そ
：の
：企
象
自
身
の

.
相
對
的
地
位
を
化
せ
：し
む
る
と
と
も 

;'に
、
ぐ
社
會
垒
體''

0

生

產

量

身

も

變

：化

せ

^
あ.
石
：。
：
：
囊

に

^

い

て

货

:'
■

戎
長
現
氣
は
右
の
行
爲
の

の
增
加
率
と
し
、C
を
阪
界
投
資
性
向'
S
を
貯
蓄
率
と
す
れ
ば
次
式
が
得
ら
れ
る。.

•

-
.

G
G

=
S

:
:

:
:

.
.

:

 

.

S

-
 

•

. 

.
-.
. 

-.  

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.'

 

.

::

こ
れ
等
0
値
は
何
れ
^
傾
；向
|
的
發
展
、_
景

氣

變

動

及

：び

通

：則

變

動

を

含

ん

だ

現

實

：
の

値

.
で
あ
り
、
且
つ
事
後
的̂..

&
^

な
値
で
あ
る
。
⑴
は
自
明
の
理
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
^
を
凝
形
す
る
こ
と
に
ょ
著
貯
藉
と
投
資
の
均
等
式
が
得
ら
れ
る
た
め 

で
、
ケ
イ
ン
ズ
派
の
人
々
に
ょ
つ
て
支
持
さ
れ
た
結
論
に
到
達
ず
る
：か
ら
で
あ
る
。

:1,
.が

^ '
、.
；^
ロ

ッ

ド

ぱ

ど

れ

等

：の
*
-
蟹

萣

義

す

る
 

に
際
し
て
は
單
位
期
間
の
と
り
方
は
全
く
自*■
で.
あ
み
と
し.
て

ゐ

旮

が

、

こ

れ

は

；

考

を

宴

ず

る

と

こ

，
ろ
、
で
；あ

る

6'(1
)
式
ば
投
齋
：が
所
得

.

-

..: 

-
.
-

-

• , 

S

.

い

' 

* 

. 

. 
' , 

-

化
し
、
そ
の
所
得
か
らJ!
t
藉
が
行
は
れ
て
行
く
際
の
タ
イ
ム

•

ラ
グ
を
努».
に
入
れ.
て
ゐ.
な
い
0
カ

レ

ッ
キ
ー
.はア
メ

リ

カ

の

資
料
に
つ
；
 

い
て
見
る
と
投
資
が
所
得
化
す
る
に
は
三
分
の
一
' 
ケ
年
の•
ラ
グ
が
あ
ぞ

」

と
を.
見
出
し
た
。
こ
.の
様
な
場
合
に
は
阜
位
期
間
を
ニ

 
.ケ
年
と 

ず
れ
ば.
ラ
グ
は
相
當
に
小
さ
く
な
つ
て
同
期
の
投
資
と
.
貯
蓄
を
對
比
さ_
せ

る

こ

.
と

本

可

能

で

あ

^ -
-

ぅ
が
、,'
ー
：
ケ
月
を
*
位
撕
間
と
す
れ̂ 

ラ
グ
の
存
花
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

.
そ
の
た
め
(1
)
式
は
修
正
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
ラ
グ
の
存
在
ば
景
氣
1/
|
環
を
惹
起

す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、

「

成
長
率」

の
定
義
そ
の
も
の
が
修
正
を
受
け
る
こ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

.

‘ 

■
,

.

■:
■
 

• 

• 

. 

■ 

• 

.

.•-

.

'
...

-
'
..

ぐ
：:.-':

-.
'.'.
 ■

■.

.

.

:■
•.

:

 
.
.
.
.

. '
■.,
.

 

'

■

.

:

.…
'

■■.
:•

.

」

：
：:

.

.

,'
■.

.

■
■

 

\

 

;

:

.

^ 

•

--

.

':
■-
■-
.'

■■.. 

.'
/.
'.•

■-
■ 

. .;■
■■:- 

'  
i

.
.-

■

.
-
'「

：-
■- 

■

'■
•
上
述
の
G
は
现
鹫
の
成
長
率
で
あ
る
が、
<• 
口
ッ•
ド
は
こ
の
外
に
不
規
則
變
動
を
除
去
し
た
.
，「

均
衡」

成
長
率
を
考
へ
る
。
そ
の
：
1
つ

• 

- 

. 

■ 

• 

- 

. 

- 

.

は
^
で
生
產
者
が
規
在
，の
狀
觀
に
滿
足
し
て
ゐ
名
場
合
の
勝
長
率

.
と
定
義
さ
れ
る.:
0
但4

麗

的

な

成

長

に

和

い

：
て

も

、
：
丁

度

靈

に

，つ 

パ
て
、へ
論
ず
る
場
合
七
類
似
の
ヒ
と
が
 
一

K

へ
：る
夕
卽

:

ぅ
こ
と
が
起
り
得
る
。
し
；か̂'
、
/1
ゅ
る
嵐
業
部
門
に
お
い
て--
1
企
業
の
滿
足
す
る|-
_
成
長
率
が
充
さ
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
を
粽
合 

.
し
た
も
，の
が
ル
欢
の
：で
あ
る
。
ン
こ
'の
檨

：に

あ

は

主

.
と
し
て
薇
的
觀
點
か|0
定
め
：ら
れ
た
の
セ
あ
る
が
、
.
'と
、.
で(

ロ
^̂̂
^

る.「

生
產
#
J
と.
は
代
表
金
業
ゼ
あ
る.か
5
叉
は
限
界
企
業
％
あ
ム
か
考
ー
其
ぅ
疑
間
が
起
る
の
で
あ
る
が
、
：こ
の 

:

解
答
は
锨
い
'0
;
:前
述
の
說
明
を
企
業
規
模
の
問
題
に
：ま
セ
鑛
張
解
釋
す
れ
ば
、
，
少
べ
と
、も
平
^
的
な
意
味
に
ぉ
け
る
代
表
企
業
で
は
あ
り 

得
な
い
赞
で
あ
る
が
、
こ
の
.
點
に
關
し
て
の
解
決
は<
v
ツ
ド
に
お.
い
て
は
與
へ
ら
れ
て
か
な
い
。
.:
^
に
對
應
す
る
‘均
衡
的
投
資
性
间
を 

0 ,
:と
す
れ
ば
次
式
が
成
立

；々0
'.,
'
'

：. 

..
::

'ン
上
述
の^
ば
微
視
的
觀
點
か
ち
定
め
ら
れ
た̂
衡
成
長
率
で
あ
る
が.、：

こ
れ
に
對
し
て.
巨
視
的
觀
點
か
ら
定
め
ら
れ
る
均
衡
成
長
率0„ 

.
が
あ
る
？.
こ
^
は
人
ロ.
の
飧
加
厶
技
術
の
進
步.の
卞
に
ぉ
:1
>
>て
能
ぅ
限
り(

の
成
長
率
で
あ
づ
て
、0 .
ぇ
直
接
呤
關
係
は
無
い
。
こ
れ
は
非
.

自
發
的
失
業
が
存
在.せ
ず
、「

凡
ゆ
る
生
產
者
に.
つ(

い
ズ
勞
働
と.
休

暇

の

巫

し

'
い
バ
ラ
ン
ス
へ
が
換

 

か

く.

.

.
; 

■: 

 ̂

.

-

し

て.
：'... 

.

' :
'/.
'■■.
..
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.

■

.

•
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'
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.

; '
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へ
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.

• 

»
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• 
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V

. 

. 

. . 
■-

r

氐
視
，的
動
學
理
論

.
に
お
け
る
成
畏
率
の
：問

題-
:
. 
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,
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ド
p
or=
#s 

(3y

: 

.

;:
;
':_

る
條
件
が
成
：究

激

達

::.
人

ロ

灰

衰

與

：の
：
此
«

で

堦

加

:1
;.
完
全
雇
用
が
維
持
ざ
れ
ぼ
行
や
た
め
：亿
啟

ば
が
ら
な
い«
で
あ
る
。
そ
れ
故
に̂

は
懷
尚
値_

靡

展(

主
と
し
て.
複
利
的
發
展>
.:
'の
み
を
含
め
、
發
氣
循
環
の
波
を
內
に
含
ん
で
は 

.
な

ら

な

い

：。

3
れ

に

反

：
レ

て
0 .
ば.
1̂
法

則.
に

從
0 :
$ 

景

春

環0
波

を

も

內

ヒ

含

み

、
.
只

企

業.
の
激
見
し
:#
だ
い.
不
測
の
事
養
を
含
ま
だW
成
*
率
と
；解
さ
れ
る
。
が
く
し
て0.
、
^
、
^
の
ー
；
ー
ー
つ
の

_

率
の
相
違
點
：が
具
體
的
に

''明
ら
か
：に
ざ
れ
る
で
あ
ら
 

g
 

. .■■
:
v.
:
';.
:-
v
::
匕 

V 

. 
r 

 ̂

'
■.

'
•
•
っ........ 
.... 

-• . 

一
 

• •

•

•
と
こ
ろ..
が
、' 
'こ.
,>
で
；間

題

と

な

る

.
の
は
0,
及
办
0,
を.
定
義
す
る
際..
に.
左
邊
に
'夫
々
-*
■定
の.
意
味.
を
有
す
る
均
衡
値
を
と'つ
て

お

き

'な

が 

ら
、
：
何
故
に
右
邊
：に
は
規
實
.
の.
貯
蓄
率
だ
け
を
とO'
て..「

均
衡J.

勝
蓄
率.
を
と
^

rstag

-p'  

I
n
 ,

の

經

濟

學

」

ノ
の
特
色
と
し
で
の
；
ハ
：

:-
ッ
ド
經
濟
學
：の# ;
色
が
あ
：ふ
。,.
卽
ち
：イ
ギ
リ
ス
に
ぉ.い
て
は
、
今
日
資
本
の
蓄
積
が
進
行
し 

つ
、
あ
る
|こ
と
は
旣
芡
办
事
貨
で
あ
り
、
問
題
.
は
ど
の
蓄
積1
れ
た
資
本
を
‘
か
：に
活
用
ず
る
か
に
あ
る
.
。.
ヶ
ィ
ン
ズ
の
咏
代
に
は
、
丨
こ
.

の
間
題
は
景
氣
循
環
の1.
‘コ
：
マ
と1;
て

の
&;
另
の
323.
ぎ

形..
で
取
扱
为
こ
と̂
^̂ 

こ
の
#
合
に
お
い
て
も
遊
休
資
金
を
殘
さ
ず
に

'  

•  . 

'

.
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,
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.
•. 
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- 

* - 

1
-
-
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'

貯
蓄
に
等
しV.
だ
け
の
投
資
を
創
造
す
る
こ
と
が
主
欠
る
課
題
：で
あ
^
た
が
、...dep

ressio
n

の
形
；で
與
へ
ら
れ
た
る
が
齡
に
、
そ
：
の
解 

決
策
は
短
期
的
な
乘
數
の
理
論
を
议
て
：答
へ
；る
こ
と
が
で
き
、

&
續
的
な
發
展
釔
云
：々

す
る
ま
で
の
故
要
ゆ
無
か
つ
た
。
然
る
に
ハ
ロ

ブ

.
ド
'に
お
い
て.
は
貯
蓄
の
過
剩
は
も.
は
や
景
氣
循
環
の
間
題.だ
け
で
は
な
く
な
：つ
て
き
て
ゐ
る
。
こ
の
過
剩
對
策
は
罾
胄
對
策
の
様
な
麽
期

•» 

• 

..

..

..

..

..

.
 

•  

•
. 

-
 

.

.耳
つ
一
時
的
な
政
策
を
以
て
解
決
す
る
こ
と
.
は

困

難

で

、

長
期
に
一
日

|.る
'、對
策
を
樹
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
：に
は
旣
定
の
事
實
た

-  

る
尨
大
な
貯
蓄
を
消
化
す
る
に
足
る
だ
け
の®
續
的
授.
資
が
無
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
投
資
を
導
く
に
は
前
述
.の
如
く
人
ロ
の
增
加
と

技
術
の
進
步.(

生
活_

.
の
向
上)

と:S
T
要
素
が
あ
げ
ら
れS
 

ハ
.
〒
ッ
ド
に
お
い 

て
ば
人
ロ
增
加
は
恐.る
べ
ぎ
現
象
と
ぱ#
へ.
ら
れ
^
ゐ
な.
い
。'
と
去
ぅ
ょ
り
も
む
じ
ろ
今
日€>
英
國
に
お
い
て
.は
こ
の
面
か
ら
の
壓
力
が

.
乇
れ
扩
ど
大
き
く
か
く
、
..
人.
ロ
の
減
少
を
憂.
へ
各
面.
さ(

^

..

..

..

- 

• 

:
.*
'
,:.. 

,バ

'を
持
り
も
の
と
轉
へ
；る:0.:v

‘.

ゾ
 

'
ぺ
'-
0
と 

ぐ
.
.
:

'-..
'

■■.-
こ

の

様

に

，
ハ
口

.
'ノ
ド•
の.
成
長
率
^

■<
ギ
リ
，
.
ス
經
濟
の
賓
情
を
'反

次
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
だ
け
こ^ ,
理
論
を
I

ま
：
ト

日

本

緻

用
f,

に
は.
多
^

經
濟
の.
實
情
と
は
、' 
ま

さ

に

問

題
馨
办
仕
方
が
診#
る
？
：日
本
經
濟
は
貯
蓄
の
適
剩
と
•
が.

'
惱
み.
を
持
っ
ま
I

段
階
ー§

立
至
.々
て
る
如
い
。
■

■

ロ

銮
 

は
' 一.
定
額
の
^
^
の
繼
續
的
增
加
，か̂

要
で
、.
不
足.
滕.
ち
な
貯
藝
を
こ
；の
先
決
變
數
と'し
で
與
へ
-'

^
れ
た
從
資
に
適
ぬ'$
せ

べ

ゎ

べ

\
ー
と

:
こ
そ
問
題.
と
な
る
。：'從
；つ.
て

;
.

.

.

.

■  I/
Y

=
G

^
,s

r:::::'

'g:
' . 

.

と

ー

其

ぅ

形

の

成

長

庠

が

問

題

と

な

る

で

あ

ら

ぅ

。

こ

\

は

I
.
は

投

資

、
.
Y

は

、國

民

所

得

、

^

は

：角

衡

に

紅

け

る

限

界

许

蓄

，性

向

で

あ

る
 

ヽ

卩

ッ

ド

に

お

い

て

は

成

長

率

を

規

.制

す

る

も

.の

は

主

.と

し

て

限

界

投

鳴

性

向

で

^

り

、-.
有

効

需

耍

处

.創

媸

^
^
^ ̂

わ

が

：
 

國

0 ,
踅

#

.

見

が

ば

成

長

_

を

規

制

す

る

怎

’は

.限

界

馨

性

向

_

グ

、
，
資

馨

蓄

稹

案

e>
':
てW

。 "

勿
論1

部
の
例
外.
ば
あ
る.
と
"レ
て
も
、
極
を
好
祝
期
を
除
い
て
は

^
^

り
、
こ
の
た
め-
に
S

の
强
制
於
蓄
た
る
銀
行
の
信
用
造
出
が
問
斷
な
く
行
は
れ
て
オ
丨
バ
丨
，

• 
ロ
丨
ン
の
狀
態
が
繰
返
さ
れ
て
坐
き
て 

ゐ
た
。
こ
れ
は
現
贸
の.
S
が
ん
に
及
ば
な
い
た
め
に
起
つ
た
現
象
で
あ
り
、
ィ
；ン
フ
レ
丨
シ
ョ
ン
的

''-
!1念
が—

-
昭
韵
初
頭
をr
.

て
は

-
:
:
,

へ
:

ブ
、ぃ

:'
'
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S
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.

常
時
つ
き
ま
と
つ
て
き
て
ゐ
る
原
因
と
見
ら
れ
る
。
か
X
る
經
濟
に
お
い
で
は
雇
用
の
增
大
も
亦
、

.
貯
蓄
の
增
加
に
ょ
つ
て
有t
れ

一
の::.
*:-
^
¥
德
ゆ«

:«
ガ
洗
翁
でs
$
食

が

薷

截

0
不
师
め
ま
^
取
麂
^-
雇
用
が
歡
坐^
^-
場
食
に
：は
，
有
效
需
耍. 

を
龠
造
し
さ
へ
す
れ
ば
、
失
業#
を
吸
收
で
き
る
し
遊
休
實
物
資
本
を
囘
轉
せ
し
め
得
る
。
そ
の
，場
合
に
は
勞
働
の
.生
產
能
率
を
引
下
ザ 

_
ず
に
屈
用
を
增
大
で
き
る
。
.

J
れ
に
反
し
て
日
本
經
濟
の
如
く
资
本
蓄
積
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
先
決
間

® 

で
、
こ
の
點
を
省
り
み
ず
に
有
效
需
要
を
增
加
さ
せ
て
も
勞
働
の
生
產
能
率
は
下
落
し
、
低
賃
金
に

惱
む
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ら
ぅ。
從
つ
て 

完
全
雇
用
の
達
成
及
び
維
持
と
苯
ぅ
こ
と
も
限
界
貯
蓄
性
向
に
ょ
ク
て
友
右
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
場
合
で
は
ノ

 

.

.P
S

Y
I/

Y
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■•

に
ょ
つ
て
規
制
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

三 

'

• — 

- 

- 

- 

.. 

V 

■ 

.

:

: ;-.
出
か
し
：純
裏
識
論
；の
_

題

-2
:

:̂
で
ば.

促
を
常
に
現
货
値
に
お
，く
こ
と
な
く
、
兩
邊
に
均
衡
値
を

.
置
き
得

:̂
い.
が
：と
哀
ぅ
こ‘と.
で.
あ
り
、.'第
ニ
は
^
に.
對

す

る

,

^

^

考 

ら
、
^
に
嘴
し
て
長
期
に
お
け
る
阪
界
投
资
性
向
'̂
の
如
き
も
の
を
何
故
忙
考
へ
な
か
つ
た
と
云
ガ
こ
：と
，で

^

る
;°
第

|
の
闕
題
は
理
論 

'的
に

は

一

應

考

，へ

ら

れ

る

。

‘
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
，

「

均
衡」

と
は
い
か
な
る
內
容
の
も
の
を
指
尤
が
乂
不
明
で
あ
ゐ
9'
-
ハ
ロ
ッ
ド
の
卞
ー 

程
式
は
單
な
る
均
衡
理
論
で
'は
な
く
 ；s

f

 a
t
i§

と
^
ぅ
旣
定.
の
事
實.
か
ら
の
脫
出.
の
た
あ
：の.
對
策
と
し.
て
樹
立
さ
れ
た%-
:
'の.
，
で

あ. 

る
。
も

し
g
*§
p
hs
、
な
る
方
程
式
を
考
へ
る
と
.
す
れ
ば
、
广n

ッ
T
の
如
き
一
種'の
因
银
關
係
を
會
景
に
荷
ぅ

s
y

lm

と
は
異
な 

る
同
時
決
定
的
な
理
論
が
生
れ
て
く
る
にf

ぬ
。
こ
の
種
の
理
論
を
樹
立
す
る
こ
と
は
不
pr
能
で
は
な
い2

ら
デ
。
：
.
し
>
し
\'
^
^
^
^

::ま

で
-
の
理
論
が
現
實
的
な
贋
値
を
持
ち
得
る
か
は
、

'.
ハ
ヲ
ッ'
ド
と
ほ
異
な
る
意
味
で
考
へ5 ;
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。'
ミ
ル
グ
ー
ル0
貨
幣 

:
的
均
衡
論
と
と
の
考
べ
方
と
は'
1
«
相
逋
ず
る
と
と(

ろ
が
*--
る
。
こ
の
場
合0

'捉
へ
ら
るY
t
'

K
卜
利
子
チ
率
及
び
利
潤
率
：の
果
す
べ
き
役
割
を
考

.
へ
る
^
と
に
な
^
ぅ
。

ハ.
ロ
.マ
ド
に
お
い
て
も
利
子
率
は
重
要
な
要
因 

と.
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
.
そ
れ
と•
は
稍
々
裏
な
る
形
に
お'い
て
利
子
率
が
重
要
性
を
帶W
ち
'<
^
る
。̂
%:

.

ッ
.ド
わ

.

.

.

.

.

.

. 

-

.

’ 

'
.
• 

J 

■

:
•
•
•
•
-
•
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.

.

.

. 

.
'

室
下
落
が
必
要
と
さ
が
て
ゐ
：る
：が
、
こ
の
場
合
に
は
相
對
|̂
:

叉
：
は

物

櫝

に
'對.
し
て
4
^
1>
1
6

^
利
子
：率
が
要
請
さ
れ
る
。
日
本
經
濟
の 

場

合

に

は

間

題

：
の

設

定

，が

：
ぐ
ロ

:'
:
マ

ド

：
と

は

逆

^

、
：
，
投

 

，勢
ひ
高
金
利
が
出
現
す
る
こ
と 

ぼ
此
む
を.
得
な.
い
。
：景
氣
循
環
の
ー

(

局
面.

.

と
t
て
は
低
金
利
政
策
が
必
要
な
こ
と
も
あ
ら
ぅ
が
っ
長
期
傾
向
と
し
て
.は
高
金
利
は
資
本
蓄

積
不
足
の
結
果
坐
ず
る
自
然©:
勢
ひ
：で
あ
る？
.

，
い：

.

:

■-
:
.

:■
/
':

 

'

■-'

.

 

•- -

•

•

•

-

•
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' 

' .

:.
第
一I

の
問
題.
に
移
ら
5
。
&

は
長
期
傾
向
に
よ.る.
發
展
で
あ
■り
、
し
，か
も
複
利
線
的
傾
向
線
.
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
. 

1

率
が
何
に
よ
つ
て
決
：定
さ
.
れ.
る
か
は
必
ず1>
も
明
ら
か
で
な
い
。
同
樣
に

d
f

は
傾
向
値
的
發
展
と
循
環
蓮
動
に
よ
つ
て
八
ロ
成
さ
れ
る

.

發
展
率
で
あ
签
が
、
こ'
.
の
循
環
運S

め
製
を
決
定
ず
る
宴
因%
何.
で
あ
る
：か
不
明
で
あ
る
。6 „
と
0 ,
と
'を
於
定
す
る
際
、
そ
の
.尺
度
と
單

♦

.

-

 
• 
- 
'. 

■
 . 

....... 

. 

... 

• •

，位
期
M
の.
と
り.
方
に
つ
い
て
は̂

ぐ
恣
意
的
で
あ
る
。
タ
イ<
«
ラ
グ.
の
作
用
を
■と
り
入
れ
る
こ
と
に
對
し
て
.
はC  
ロ
ッ
ド
は
冷
淡
で
あ 

る
が
、
G.
は

と

に

辨

、
ハ
ん
の
、
決

.
定.
に
つ
，
い
：
て

ば

こ

0
作
用
は
極
め
：て
重
要
で
あ
る
。
»
言
す
れ
ば
、
0,
を
測
：定
す
る
場
合
と0?
を
測
定
す 

.
る
場
合
と
で
は
單
位
期
間
の
.
ど
り
方
は
異
な
る
べ
き
で
あ
る
。
:'
'
長
期
は
贫
期..
の
系
列
そ
の
も
の
で
は
な
い
.
。
例
べ
：ば
1 

し
た
場
合
の
ス
ト
ッ
ク
の
變
化
等
は
四
半
期
別
の
ス
ト
ッ
ク
の
變
化
を
合
此
し
た
も
の
で
は
な
い
。

Gt
を
调
定
す
る
と
き
に
はI
と
Y *

.
Y
と
S
と
め
間
の
ラ
グ
をex

p
licit

に
表
現
で
き
る
形
の
期
間
を
と
る
べ
き
.
で.
あ
り
、
'か
く
し
て
.そ
の
經
濟
に
お
け
る
固
有
の
波

動
型
が
單
振
動
で
あ
る
か
、
义
は
減
衰
振
動
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
一，
定
の
發
展
方
向
を
持
つ
，傾
向
線
を
軸
と
す
る
理
論
値

.

. 

,

.■  

■
 

- .

■

’
 

- - 
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■
 
*

、
，■

担
鳅
的
動
學
譽
怎
け
る
成
蒼
取
吵
問
題
::
:

:

'

:

-パ

，

.

.

-

'

‘

.

■

 

'
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ニ
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.c
.. .:  

_

::
1l 
六
'.(

九
九
四)

_

,

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
ハ
ロ
ッ
ド
に
お
い
て
は
こ

の

單
位
期
間
の
と
り

方
が
瞹
昧
な
た
め
、
G

*
に
對
應
す
べ
ぎ
限
#

投
資
性 

,'
-
-向
七
^

^

對
應
：す
る
限
_

資
性
向
と(

が
混
苘
さ
：れ
で
(3
)

式
の
如
き
馨
味
の
不
明
瞭
な
方
程
式
を
：生
み
出
し
ず
ゐ
：る
も
め
と
考
^

11
1
に
ら
と
ん
を
決
定
す
べ
き
耍
因
に
つ
い
て
劳
へ
て
見
よ
ぅ
。

ハ
ロ
ッ

，
ド

の模
型
を
擴
張
し
て
解
釋
し
て
行
く
限
り
に
お
い
て
は
、
こ 

.
:れ
は
搅
資.
の
大
い
さ
於
求
め
ら
れ
ね
ば
：な
ら
な
い
。
然
る
：に
授
資
0
內

容

を

分

解

す

ダ

と

、
.
：
_

築

及

び

設

備

投

資

と

:;
1
§
6
&
运
'

^

.I

に

な

後

霞

主

名

て

：景
氣
猶
環
に
麗
を
持
今̂

は
れ
た
か
七
と̂

つ
：て
、'急
に
設
備
投
齊
が
增
加
す
る
こ
：と
は
な
い
。：
ア

.
ブ.
ラ
卡
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
■ヌ
ル
ク
ゼ
が
景
氣
循
瑗
と
關
連
ざ
せ
て
說

.

• 

• 

• 

. 
、
 

.

二

. 

» • 

.

福

愚

設

1

で
ぁ
り
、
G

,

の
決.
定
に
は
こ.
の
：外
に.
5*
<
§
8'.
け
ド
の
：變
化
が
八&
ま
れ.
る
と
見
る.
こ
と
が
で
き
る
で：̂
 

お 

い
i

短
期
投
資
S

制
し
て.
長
期
I
.

Q
f

大
規
模
S

ぅ
I

:は

長
期
投
資
と
顧
期
投
賽
办
比
率
が
間
晴
に
な
る
。
發
朋
が
中
立
的
：で
あ
る
か
否
が
は
主
と
し
て
長
期
避
資
と
勞
働
と
の
間
の

P
題
で
あ 

り
、
へ

in
ven

to
ry

，の
：變
化tr

」

少
な
く
と4
通

常

：の

意

味

に

：
お

い

て

は

：勞

働

と

'
の
間
に
代
替
關
係
はな
く

、
む
し
ろ
補
完
關
係
が
存
在
す 

.

る
も
の
と
思
は
れ
る
。

：

勿
論
' .
こ

：の

割

合

が

發

明

に

.
よ
つ
弋
變
化
す
る
：は
ど
は
考
：へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
固
定
資
本
と
勞
働
の
割
合
の
如 

:<
-
M
發

明

に

對

し

：て

..A
e
x
g

e
.

で

は

な

い

で

あ

ら

ぅ

::
0

技 

は

.
相

違
 

な
V
が
''
そ

れ

ば#
機
械
の
出
瑰
に
ょ
つ'
 
て
新
し
い
投
資
機
會̂.
生
み
出
ず
で
あ;.
^
ぅ
か
ら
、
勞
働
を
節
約
す
る
效
果
の

，

方
が
ど
ち
あ
か 

:

とC

へ
ば
}..層
强
が
に
^
る
で
あ
ら
 

ぐ

:

:•
へ

V
V

V

-':.  

:  
':.
; '
:
:.
' :  
• 

'

.

'
こ

：
の
：
様

に

考

へ

.
て
く
る.
と
--

>
成

：
長

：
率

.
の
：定
義
も
勞
働
と
資
本
と
の
代
用
：の
彈
力
.性
を
考
慮
し
て
修
正
を
必
要
と
す
る
こ
ぃ
と
は
明
ら
か
で 

\

ぁ
る
。
へ
又
ノ0,
を.
定
義
吁
る
際
の
：投
資
は
、
.
建
築
及
び
設
備
投
資
に
限
ら
れ
る
が
、：
あ
涂
定
義
す
る
際
の
：投
：資
は
こ
の
他
に

.fe
n

to
ry

CD
:

變
化
を
も
含
む
も
の
と
な
る
。
こ
れ
に
對
し
て
貯
蓄
の
定
義
も
當
然
再

f

れ

な

け

れ

_

ぢ

な

い

°
:6
»
を
：
定

義

す

る

際

の

_

は

長 

t}
貯
蓄
に
腺
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

hum
p
^
avin

旳.
夺.
子
孫
の
た
め
の
貯
蓄
は
ど
の
中
に
含
.
ま
れ
る
：で
あ
ら
う
が
、：
國
民
貯
蓄
と
稱
せら 

:れ
る
も
良
の
中
迄
ば
短-
的
性
格.
の
も
ー
の
毛
少
く
な
：
い

"
ハ

手

許

資

金
^ ,
遍

.
の
も
の
が
こ
れ
で̂:
る
。
企
業
の
行
.
3

爾
金
，の
中
に
は
かX.
る
性
質
の
も
の
が
，少
な
ぐ
な
い
。

こ
の
種

.
の
貯
灌
は3*
:̂
&
0
1
7--
'

の

變

化
 

:に
は»
應
ホ
核
で
あ
ら5
狀
' 
一
設
備
資
金
を
贿
う
源
泉
と
は
な
ら
な
い

-o.
;貯
廣
の：

定
義
^-
瑕
位
，
間
の•
•?
:
:り
方
に
ょ
つ
.て
種
々
に
變
化
す 

べ
き
：で
あ
る:6
へ
發
明̂

中
立
的
で̂

い
と
、
：：間

題.̂
ブ^

資_

國
司
所
得
の1#
加
分
0
玫
率
：は
異̂

-:
^
も
の
：太
な
る。':
 ̂

る
段
階
に
お
か
て
_
は
遞
增'し
、： 

成
熟
の
度
合
が
贫
ま
る
に
つ
れ
て
低
く
な
る
で
あ
ら
う
。
從
つ
て
、
あ
る
點
を
越
へ
る
と
國
民
所
得
が
；一
，
定
率

.
3
加.
し.
て
行
く
た
め.に. 

:

資
め
荽
喰
加®
ば
：. 一#
賅

,;
:<:て

：：

濟
む
樣
に
な
多。
‘

れ
る
な
ら
ば
、
國
民
所‘得
ば
複
利
級
數
以
上
の
速
度
で
增
加
し‘て
行
く
こ.
と
，が
出
來
る
。
.
：.
こ
め
樣
に
■投
資

が

效

：率

化

し

V
.

行
く
反
商
に
お 

い
てstag

n
atio

n

の
危
險
も
そ
れ
だ
け
墦
大
す
る
で
あ
ら
う
。
前
述
の
限
界
點
に
到
達
し
氏
以
前
に
は
資
本
主
義
化
の
驚
と
と
も 

'■
•,^
資
本
の
需
要
が
潜
加
：し
.
、_

藏
脈
得
が
：ー
袁

:
ょ
ぼ
£-
高
ぐ
&

い
と
!:
の
#,
:
求

を

充

3
:得

ず

、

.
オ
$

::
](

'
 

口 

ア
の
現
象
を
生
ず
る
に
至̂

べ
販
播
法
則
&
こ
の
段
階
に
七
け
る
產
物

. 

-
- 

.

.

. : 

- 

.

. 

- 

■ 

•' 

: 

.

.

. 

. 

ご
，
.

.

'

- 

, 

.

. 

'

...... 
一.

ノ
 .
.
. . 

ノ

:';
曼
期
成
長
率
と
短
明
成
！

B
&
o
間
に
は
；い
.
か
な
る
か
。
關
係
が
あ
る
か
。̂
^

::
■-

:
.

S
麻
的
動
寧
理
論
に
知
げ
る
成
長
率
の
間
題
.

■

V.
'

.

.

一
.

'
7
.:
'
广
ナ
九
五0 

.
..



の
値
を
越
え
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
第
二
に
G
がo

f

よ
り
も
大
き
い
値
を‘と
る
と
き
に
は
.好
況
に
向
ぅ傾
向

が
あ
る
檨

に

見

へ

る

。
G

功 

ガ
4
よ
り
も
大
き
い
値
を
と
，つ
て"ゐ
る
期
問
に
は0
が
‘
よ
り
も
大
き
く
な
ら
な
い
と
沄
ぅ
理|1
|
は
な.
い
。
し
か
し‘
が
0
*
よ
り
も
々
き 

い
値
を
と
れ
ば0
は
氏
よ
り
低
い
値
を
と
ら
ね
ば
な
ら
扃
で
.
あ
ら
ぅ
。
か
X

る
事
態
は
不
況
の
狀l r•
で
あ
る
。
好
況
や
不
況
を生
み

出

す

 

，
最
大
の
力
はd"

か
ら
の
陸
離
で
あ
っ
て
、

C
?

そ
の
も
の
の
値
で
は
な
い
。
ん
の
値
が
大
き
過
ぎ
れ
ば
下
降
へ
の
傾
向
が

f

。(

‘
よ
り
% ' 

ー：
.
：
汰

衾

け

办

_

^

が
免
2
麵

小

さ

ル

限
_

:*
;

美̂

德

で

類
'>

>
'_

の_

合
^
は«
惡
で_

务_

ゾ: ^
ず
::
^

;̂
;:

<

\0
纖
會
を.
鑛
っ
^
务
る
^

ぐ
高
率-'
0
凰
席
は
^

ぞ
フ
：0
 

る
審
態
に
お 

V
て
ィ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ>

を
發
坐
せ
し
め
ず
に
雇
用
を
維
持
す
る
に
は
0
*
の
値
を
髙
め
る
必
要
が
あ
り
、
貯
蓄
は
美
德
と
な
る
。
囘
復
玥

‘a
よ
り
小
さ
い
と
き
に
は
沈
滯
は
避
け
難
い
。

 

、

,

;
;:'
'
f

:a

自
權
、.
:^

氣
§
^

>

\

|

^
:̂

に
棄
北
來
る
か
今
»,

爾
时
ね
^

が
&

;̂
:̂
«

い
場
资
^
 

あ
る
^

面
に
お
'

(

て
は
も
を
越
へ 

る
こ
と
も
あ
り
得
る
。も
し
そ
ぅ
だ
と
す
れ
ば
完
全
肩
用
に
到
達
し
た
と
き
旋
囘
的
不
況
に
陷
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
叉
。
こ
の
狀
態
が 

起
ら
な
け
れ
ば
、
完
倉
用
に
到
達
し
た
後
に
お
い
て
も
膨
張
作
用
が
繼
續
し
、
ィ
ン
フ
レ
I
シ
ョ
ン
が
生
じ
て

‘

を
ル
3

上
に
押
し
卜
1 

げ
る
に
連
る
。
.
完
全
雇
用
に
到
麓
す
.る
M
M
^
n
G
の
-«

は
成
ま
'り
、
^

が
^

よ
0-

高
：い
場
合
菌
完
全
1
!
1用
に
.達
す
る
以
前
に
,0

曲

線： 

は
0,
-
:
=
1
'
起
と
扎
交
.は

り

こ

，
の
-|
«
に

おV

て
旋
囘
的
不
況
力
不
可
避
.
.に
な
る
。
0,

が
0,

よ
■り
も
著
し
く
高
い
場
合
に
は
囘
復
期
間
中
0

は 

:

a

よ
り
遙
が
に
高
ぐ
な
;^

こ
^

は
あ
.が
得
な
：い
。

.

：

»

’

.へ.-
の
：樣
忆
ハ
ロ->
:ド
は
三
っ
0
成
;̂
率
槪.
念.
を
使
用
1>
'
て

景

氣

循

環

，の

問

題

に

光

明

：を

.
見
出
そ
ぅ
と
す
る
の
で
あ
る
が
.、
同
期
間
に
お 

パ
け
る
三
：っ0
成«
率
を
此
較
し
た
だ
け
ャ
、
美
な
る
時1
に
^
け
る
相_

關
係
に
っ
ぃ
弋
は
何
の
；說
明
も
與
へ
て
ゐ
な
い
。

.
こ
め
說
明

e
ば
、：G
と
^
と
ル
と
は
衆
.々
別
假
の
要
因.
に
よ.
つ
で
定
ま
り
、
栩
友
の
値
に
は
大
し
た
影
響
を
與
へ
な
い
様
な
感
：を
受
け
，る
。：

G„
が
G

. 

;

.

: 

ン
ン 

■
, 

. 

■  
.
. 

.

.

.

'.-
 .
 

一'
■
 

.
 

.  ■

.

.

に
瓦
ぼ.
す

影

響

に

：
つ
：い

て

は

多

•
少
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、0
や
^
か
^
に
及
ぼ
す
影
響
に
づ.
い
て
は
殆
ん
ど
：語
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
事
後
的

•

 :
 
.
 

.
 

-
 

.

こ.’

 

••.... 

........ 

.

.

:

に
銃
計
的
傾
向
線
を
引
べ
だ
け
な
ら..-
の
樣
な
解
釋
も
成.
り
立
つ
で
あ^
う
。
：：
.
じ.
か

し

、
，
：
經

濟

學

置

地

か

ら

見

れ

ば

、

か
：か

る

こ

と

は 

'あ
り
得
な
い
。.
假
令
不
規
側
變
動
に
よ
つ
て0
が
1
時
的
に
高
，い
値
を
と
つ
た
と
し
て
も
、
：ぞ
の
こ
と
は
^

の
値
を
も
間
接
に
髙
め
る
管 

で
あ
る
。
叉
、
.v

〈  
ロ.
ッ
ド
に
お
い
て
は「

%
か
^
よ
り
高
け
れ
ば…
…
」

と 
一

K

う
記
述
が
お
る
が
、
い
か
な
る
修
件
の
下
で
、
：
い
か
な
る 

原
因
に
よ
つ
て
，がi
る
事
態.
が.
生

ず

る

の

：
か

明

ら

が

：
に

'さ.
れ
て
ゐ.
な
い
。.
し
が
も
、

ハ
ロ
ッ
ド
の
成
長
率
は
實
質
國
民
所
#
の
.增
加
率
を 

論
じ
て
ゐ
る
も.
の
ど
解
さ
れ
る
が
、
そ
.
れ
が
物
價
水
準
及
び
相
對
徵
格
と
.

^:
の
樣
な
關
係
を」

持
づ
の
が
も
不
明
で
あ
る0
勿
論
、
現.
在
.の

.
 

.
 

.
 

■
 

■
 

■.
•...
' 
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ニ
.
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..
宜

視

的

動

學

理

論

に

共

通

，
の

缺

點

ヤ

：は

あ

.
る
が.
、
成
長
率
理
論
も
亦.VJ
の
：點
を
解
典
し
な
け
れ
ば
.
な
ら
‘ぬ
宿
命
に
，あ
り
、
北
歐
學
派
の
經 

濟
學
が.
一.
酿
は
こ
；の
：こ
と
を#:
1|
に.
お
1い
，て
ゐ
る
事
實
を
想
起
す
る
と
き
、
今
後
の
巨
視
的
動
學
理
論
：は
豫
想
要
素
と
と
も
，に
こ

0

0

0

 

|を
ど
め
穰
な
形
で
と
り
人
れ
ゐ
か
；と’一

K

う

滴

題

を

魏

令

れ

：て

あ

る

こ

と

に

欢

る

。

..-
リ

■>.
:

，
ぐ

'」

:

成_

の
方
程
式
は
進
步■

ふ
^

:

き
な
い
。
：.c  _

ッ
ド
は
こ.
の
：：た^
に
は
ー
固
定
贅
本
と
非

'耐
久
資
本
と0'
區
別
を
設
け.
る
：こ
と
玄
不
贼
す
，る
。
：：資
本
の
量
が
所
得
水
準
と
同 

*
向
に
動
か
て^
る
と
き
に
ば0:
は
正_
で

あ

本

。
ぃ
沈

»
期
^:
お

い

て.は
流

動

資

：本

が

滅

少

,1
.
生
產
髙
が
減
少
す
る 

そ
れ
自
體
で
は
觅
に
下
降
へ
の
力
を
惹
起
す
る
こ
と
は
な
い
。
流
動
資
本
だ
け
に
つ
い
て
見
れ
ば
沈
滞
期
に
は

0,
.
は
常
よ
り
も
低
く
な

*

 

.

 

.
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^

2 
ノ

.
る.
。
收.
縮
を
*
制
す
.る
た-̂
'
に
は.
$
ば
*
0"
値

と

な

ら

ね

_

象

:
て

龄

め̂;
蜜

赘

本

と

歡

働

_
資

：本

：の

.
區

別

を

童»
す

る

の

赘̂
る

が
.'
|成
長_

め

走

義

自

體

：に
-
の
：區

肌̂

と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
更
に
發
明
が
中
立
的
で
あ
る
と

 
一

K

う
假
定
を
拾
て\
よ
り
一
般
的
な
理
論
を
權
成
す
る
た
め
、

ハ
ロ
ッ
ド
は 

K
視
的
動
舉
理
論
に
和
け
る
成
長
串
の
間
題
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新
资
本
設
備
の
價
値
を
所
得
で
除
し
た
商
を
a
と
し
、
次
の
方
程
式
を
導
く
。
も
し
發
明
が

r

资
本
を
節
約
す
るJ

様
な
種
類
の
も
の
だ 

と.
す
れ
ば
、a
は
負
に
な
る
。

.

.
 

:

.-
へ
，
、
：

s

ハ 

'..

p
o
r

H
co

l
^…

(5}.
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.

.

. 

V
'

 

-

•
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■

.

わ
れ
わ
れ
の
目
的
と
す
る
之
こ
ろ
.
は
利
子
率
を
梁
積
的
に
弓
下
げ
る
こ
と̂.
ょ
つ
て
、"
：こ...
の
値
を「

p
tc
、..
に

等
.1..
か
ら
し
^-.
る
1
.
と
，
.
こ. 

ろ
に
I

。
：
：
こ
く
る
と
奮
理
論
的
相
蓮
點
雇

^

捭
入
す
る.
だ
け
で
足
り
る
か
：否
が
、も
疑
問
と
：

.
な
名
。
H:
の
擧
合
に
は
勞
働
の
生
産
能
率
や
所
得
分
配
：の
：度
合
も
必
然
的
に
變
化
す
る
も
の

と_
考
へ
ら
れ
る].
、.
そ
れ
が
^
や
0,
;
に
ど
ひ
徵
な
影
響
を
興
へ
；る
か
に
つ

(

v>
て
も
潴
へ
る
べ
事
で
ぢ
る
.
。.
叉
：
、
；
發

明

に

中

立

性

が

な

い

こ

' 
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■
 

. 
, .  

.

.

.

.
一-...
...
...
.

-
 
•

I

傷

と

資

本

の

代

用

の

彈

カ

性

嘉

場|

意

とf

へ
ら
れ
る
の
でI

如
I

の
形
ょ
りI

を
修
正
茫
I

一
 
.宛

比_

で
續
加
す
る
た
め
の
貯
蓄
率

)

.
の
形
で
表
現
す
る.
方
が
ょ
り
合
理
的.
に
な.
る
：
の

で

は

な

が

ら

ぅ

か

。
：
何

れ

，に

し

て

も

、

ハ

ロ

ッ

ド

'の

.
 

.
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. •
 

••
 

.
 

.

考
へ.
方
は
’極
め
てK

喚
ぬ
富
む
も.
の
：で
は
あ
る
が
、'具
體
的
^
そ
：の
諸
槪
念
を
把
捉
す
る
た
め̂
ば
、
今
後
に
お
.け
る
多
く
の
硏
究
を
待 

た
な
け
れ
ば.
な
ら
な
い
。
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.
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ics'1948,  

P.
00
丫
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ー
ノ
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H
fa
r
ro
CL.
, JH

bia,  P
*

の 0.

独 
3 

H
arrod,  ibid,  p.  9S.

上
述
の
様
に
成
長
率
め
經
濟
學
的
說
明
に
は
多
く
の
'未
熟
な
點
於
あ
り
、£.
れ
を
具
體
片
示
す
に
至
っ
て
ゐ
な
；い
。
'ク
ラ
：ィ
>
を
中
心

と

す

る

，
ア

メ

リ

.
ヵ
に
お
け
る
景
氣
豫
測
の
諸
硏
究
に"お
い

て

、
は

、
，
規

實

的

：必

要

か

ち

こ

.
れ
等
の
傾
向
値
的
要
因.を
統
計
技
術
的
に
導
入
す：' 

る
こ
と
が^
み
：ら
れ
た
。-'
例

へ

ば

消

費

靈rの
研
究.
に
瘀
“
；で.
ん
ロ
丈
，ば^:
を
變
數
ど
し
て
；と
り
入
れ
る
如
き
は
飞
の
一
例
で
あ
る
。一

や
■
 

_
:ぞ
ィ>

.r
:

Kil 
'
ぞ 

で
ぁ■

る
. 

が
、
傾
向
値
的
發
展
を
含
ん
で
い
な
い̂-
ぼ
斷
言
で
き^
い
プ
し
か
し
ク
人
ロ
亨
時
を
ど
の
歡
咏
型
ヤ
消
費
函
數
の
中
^
^

か.
に
ウ
ぃ
て
は
务
く
め
間
題
が̂
る
。
*
^
の
微
視
的
硏
：究
に
奴
い
て
；は
、
：總1

額

は

；世

滯

人

貴

に

：
正

確

に

比

例

す

る

も

の

で

は

’
な

く

.
V

、
：

：世
帶
人
身
の
曾
加
と
と.も
£

乂

：霞

グ

平

均

吏

他

額

'は
遞
滅
し
、
人
員
：と
總
支
出
額
の
.
間
に
ば.
一：次
の
方
程
式
が
成
立
す
る
と
さ
れ

• 

- - 

' 

..... 

. 
< 

.

1 

• 

'-

:
モ
ゐ
る
。

.；：：

し
か
：を
に
直
視
的
觀
测
を
行
ラ
際
に
は
總A:. 
ロ. V

人
當
り
の
平
均
霞
量
を 

恰
か
も
所
得
不.

.
、-

.

- 

■
 
• - . 

- 

. '  

. 

.

.

.

.

. 

...  

...... 

.,■. 

. 

X 
. 

.

*
等
係
數
を
港
嗷^:
な
1>
'
^:
ー：：人
赏
り
平
均
撒
得
を
断
題
と
し
セ
ゐ̂-
の^
類
«
の
事
態
^
あ
る
。.
へ

更

に

時

間

を

變

數

と

し

て

、と

ゥ

入

れ 

'.る
と
し

て
%:
、
へ
そ
.
れ

を

ー

：

次
式
で
と
り
入
れ
る
か
、
一
一
次
式
の
形
.を

氣
豫
测
論
の
多
だ
は
、
.
練
計
释
的
に
見
て.
原
資
料
に
よ
く
浮

.
す
る
函
數
形.
を
導
く
こ
ど
に
茧
た
る
關
心
が
あ
り
、
そ
の
：目
的
を
獾
す
る 

.■
;
'た
め
に
、：
考
へ
得
べ
ぎ
_

數
を.
羅
列
し
て
ゐ.
る
感
が
深
.
い
。

.

.

:;
:
.:
■:

■
: 

•

:'
と
0:
種
の
缺
麒_
ぎ
ク
ラ
イ
ン

*
嫁
い
^
も
現
：は
れ
て.
ゐ
る
。
，元
來
、
へ
景
粲
豫
測
：は
.
傾
向
的
發
展
と
循
環
運.動
と
を
耝
合
せ.
た
も
の
■で
あ 

る
か
ら
、.<  
口
ッ
ド
の
ん
に.
相
懲
す
べ
き
も”の
で
あ
备
。
レ
か
し
國
民
所
得
が
何
故
に
そ
.
の
樣
な
變
動
法
則
に
從
ぅ
か
と
®
ぅ

茛

視

的

動

、
 

.
擧
理
論.
か
ら
の_

明
は
な
い
。-..
:ク
ラ(

ィ
ン
は
そ
作
著「

^

リ
；カ
合
衆
國
に
お
け
务
景
氣
變
動
じ
.
中
の)

Sim
ple  M

o
d
el;

に
お
い.
て
、.

國
民
所
得
¥
、.
勤
勞
听
得
.̂

事
#
所
得.
ず
、.
投
資.
I
、'消
費
0
、.
資
本
蓄
積
镚
1<-
:.
2
ハ
個
の
變
數
を
決
定.す
る
た
め
の
.六
個
の
方
程
式

...‘

.

.
 

.
■
 

<  ,
 

*

 

.

.

.
 

•
 

•
•
•

'•
•
•

» 

• •• 

. 

.

:

を
樹
立
し
、

(

こ
：衾
個
め
方
程
式
が̂'
順
次
消
去
を
行
っ
て
次
式
を
得
た
.
。
ノ
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1
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1
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a
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A
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し
ュ
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0.
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^
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こ
X
に
W
は
政
府
の
支
拂
ぅ
賃
金
、T
は
事
業
税
、G
は
公
共
投
資
で
共
に
外
生
變
數
と
し
て
與
へ
ら
れ
，る
。
A
ル
叫
は
消
費
、I
資 

及
び
®
金
函
數
の
不
規
則
變
軏
値
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
(6
)
式
は
內
牛
：變
數
と
し
て
は
！
,̂

を
含
む
の
み
で
三
階
の
定
差
方
程
式
と
な
る
。
そ 

:
と
：で
(6
)
を
¥:
に..
關
上
て
觫
釦-̂-
性
方
程
式
ば1
ー
ー
根
が
複
素
振
努
：サ

^

彔

::
^
0.
み
で
あ
る
：か
ら
ヒ
れ
汰
景
氣
變
動
文
は
關
银
な
ぐ
慚
莳
値
的
發
&
を

家

す

.
こ

お 

減
す
名
か
ら
贤
氣
變
動
砮
尔
す
耍
素
と.
な
る
が
，
そ
0:
證

値

は.
〇

：
允

：
11:で
あ
る
ぶ̂
^

.
そ
の
減
衰
率
は
低
い
。
從
つ
.
て
外
生
變
數
の
變
動
が
激
し
.
い.
場

合

ぬ

：は

ノ

觀
■
は
：
不

安

定

に

免

る

。
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,
'
ど

.
■■.
:
:
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ク
ラ
イ
ン
は
农
の
様
に
合
衆
國
の

'景
氣
變
動
を
分
析
す.々
长
，際
3
で
極
办
て
好
き#
な
結
果
を.
得

た

：。

勿

論

、

消

費

函

•數

や

投

资

函

數 

を.
當

嵌

め

.
る

際

fit
:

の

程

度

を

良
X
す

意

め

多

.く
0
變
敷
が
導
入
本
れ
た
ど

I
K

 

A

統»
擧
的
努
力
は
多.
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
。
し 

か
し
經
濟
學
的
に
考.へ.
る
と
ざ.
、.
：か
乂
る
好
結
果
を
得
た
と
，と
は
僥
倖
に
舞
い
。

：

特
性•方
程
式
の'一一

1

根
が
：悉
ぐ
實
根
に
な
る
こ
と
も
あ
り 

#
1

い
こ
と
.で
：は
な
い
'。
■そ
の
場
合
、

H

根
が
楳
素
根
に
ぶ
るま
で
變
數
を
取
換
え
で
見.る
と1K

5  

が
^
そ
れ
に
相
當
す
る
說
明.が
な
け
れ
ば
經
濟
理
論
ぢ
し
尤0.
價
値
は
著
し
く
滅
殺
さ
れ
る
で
あ
ら5
。
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.
ク
ラ
イ
ン
の
努
カ
味
全
然
な

.
い
わ
け
で
：は.
な
^
°-,
消
費
函
數
や
投
資
函
數
を
櫳
成
す
る
に
當
つ
て
は
、

.
':消
費
者
や
企
業
のbeh

avio
r-  

が
考
察
さ
れV

ゐ
る
。
：
け
が
で
も
、̂

の
；考
察
は
微
視
的
觀
點
に
基
づ:'
<
奪
察
で
亙
視
的
動
學
理
論
に
ま
_
で
高
め
ら
れ
る
か
否
か
.は
疑
問 

p
fe-
'
る
。
ク
ラ
イ
ン
は
そ

.
の
橋
漉
し
と
し
てAg

g
reg

atio
n

の
操
作
を
以
て
こ
の
間
題
を
解
か
ぅ
と
し
て
ゐ
石
が
、
そ
れ
に
も
問
題
が 

殘
つ.P

ゐ
る
。.
そ
れ
は
ご
V:
で
問
題
と
し
.て
ゐ
る
理
論
が
主
と
し
て
微
視
的
な
た
め
で
あ
る
‘。
へ例
へ.
ば
投
資
函«
を
導
く
に
當0.
て
彼
は

.
吹
の
様
な
展
開
を
試
み
て
ゐ
る
。
先
づ
個
別
的
企
業
か
ら
出
發
し
、
生
產
量
を

>
、
勞
働
時
間
で
表
は1>
た

5*
ミ
.̂.

の.
量
を
'

資
本 

b:
時
間
で
表
珑
し
允inp

u
t.::

の
量
を
"e、

.
時
聞
ゼ〜

：不
規
則
變
動
を̂1
/
と
す
れ
ば
、
：
生
產
函
數
は

と
な
る
。.
次
に
利
潤
を
气
ノ
生
產
物
叹
價
格
を
ヵ
ハ̂-
ィ
舀
^
^
ド
の
變
化
率
を
ん
、；
賛
金#
を
：̂

資
本
用
役
の
'價
格
を
ヴ
、

.

-
1
0
,̂

.o
ry

の

膀

藏

費

用

：を
d
v
割
別
率
を
々
'計
畫
期
間
を^
と
す
れ
ば
豫
想
利
澗
は.'
:
.:
.

丫

• 

-  .  

...... 

- 

*
.
'
 
* •'
 

:.
•. 
. 
•

^
I

®
l 
l
i 
i a

n
q

d

十 
A

 

ハ
^ 1
-̂)

丨
o?
9
^
3)

lg
--
i
-̂,
.:
、:
运
-

,.:.
'
•
+

 

.•.. 

-•»
•
.
.
.
:
.
.
.
. 

■
:
'
. ,
 

.♦.

.

.

.

 

.

 

■

 

•

.

.

'

*

.

 

•

 

•

 

-

で
與
へ
ら
れ
る
。
こ

の

極

大

條

件

は

:

':
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零

—
0

…
…

运 

■
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d
d
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r
m 

:

こ 

s
 ■

 

::

で
(6
)
の
各
式
は
夫
々
勞
働
、
.
固
定
資
本
、'.inven

to
ry

に
姆
す
る.
需
要
を.
決
定
す
る.
。.
各
企
業.
に
と
，つ'て
汾
§.
?
^
を
與
へ
ら.
れ
.た
も
の

と
す
れ
ば- 

.

.
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と
な
备
。
軸
'0
前
の
：一:1式
は
：限_

生
產
§

の
苯
す
方
程
式
で
ぁ
り
，«
1
1
式

が

加

へ

：
ら

れ

た

だ

め

匕

^

さ
れ
る
。
と
れ
坎
_
上
，の
展
開
を
す
る
た
め
に»
0?
:
及

び

汐

：
の

羅

式

が

必

要

で

ぁ

：
る

。

&
を
現
存
固
宠
資
本
の
量
七
を
粗
投
資
；と1>
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ぺ
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会

)

1
£る
展
開
式
が
，得
ら
れ
，る
ど

^
定
^-
る
。
.
'これょ
りた
.

^

更に服
賣金額
の豫想
値がそ
の瑰夜
値及

tf
過
去
の
値
の
一
‘次
の
同
次
函
數
と
假
淀
す
れ
ば
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ŝ 

ls

. 

-

.

ず
 
l_

Mr
+
-

l
r

5
^
^
l

+

^
r
 
タ
ミ 

、
 

'

S
く
し
て
計
測
可
能
な
形
に
還
元
さ
れ
る
が
、
こ
本
を
巨
視
的
な
形
に
す
る
た
め

A
g
g
reg

atio
n

が
行
は
れ
る
。

ク
ラ
イ
ン
の
梂
用
し
て
ゐ
る
方
法
は

sim
ple  .sum

m
atio

n

で
あ
る
。
郎
ち
社
會
的
に
見
た
賃
金
支
拂
總
額
を
^
、
气

た
、

K

 

A

 

ぐ
め
合#
量
を
^
.々

^
1<
'^
»
で
^
す
と
、....
次
*

w
=

e
o

+
slp
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f2(3^

Q
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:

へ
i
れ
等
の_

が
景
氣
變
動
の
分
析
に
.
際
レ
て
像
用
ざ
抓
た
ガ
程
武
で
：あ
を

9
^

が
間
題
と
^

 ̂/1:
式
ば
鉍
式
'0
合
^
に
過
^;
ザ

';.
\:
こ
：0
場
合.
企
業
規
模
办.
差
は
考
處
^

て
歎
:̂
V
。：
.
し
か
も
㈣
式
を
導
べ
際
0'
種
命 

;

办
假：定

_
^

格
が
所
與
で
ぢ
な
^
か
、._
娘

來

庫

カ

均% '
法

則

が

成

渉̂
て

ゐ

る
.̂か

.一̂
-

が
！

4

檢

射

さ

れ

：る
：こ
と
1
く
、
そ
の
ま
、 

め
珍
で
脚
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
等
の
衝
免
は
微
颳
的
に
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
武
視
的
に
は
多
べ
の
疑
問
を
懷
か
ざ
る

.
を
得
な
い
。
宜
視
的
に
こ
め
樣
な
こ
と
が
戚
り
立
つ
と
速
斷
す
る
め
は
、

'.:旣
に
過
去.
の
'遺
物
化
し.
つ
つ
あ
る
扉
學
的
均
衡
理
論
の
.手
法
そ 

の
ま
ま
で
あ
る
。
叉
、

㈣
に
も
疑
問
が
あ
る
。
.
限
界
^
產
カ
說
は
元
來
靜
學
的
法
册
と
し
て
生
れ
た
.
も
の
セ
あ
り
、
.
こ
れ
'に
激
想
價
格
や..- 

:
時
の.
霧

を

導

入

し

、た
場
合
、
.
：そ
0
ま
ま
の
形
で-
め

祛

則

が

成

立

ず

る

古

背

う

の

も

速

斷

に

過

ぎ

る

：し

、
.

»-
想

價

格

於

過

去 

M
格
の一：；

次
の
同
次
画
數
で
あ
る
と

(

假

定

す

れ

ば

、
：：物

價

變

動

の

轉

囘

點

に

#
け.
る
採
資
函
數
ば
把»
し
難
い
。.

:

' .〉
：

.，
：

ぐ
こ
れ
等
の
點
を
考
慮
す
る
と
、

.
ク
ラ
ィ
シ'の
？
理
論

」

ほ

.
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: 
r
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'
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•

规
論
に
比
べ
て
遙
か
に
多
く
：の
不
安
定
要
素
.
を
包
含
す
る
箸
で
あ
る
。
微
視
的
理
論
は
客
観
的
事
情
が
變
化
し
た
ど
き
そ
れ
に
適
應
す
る 

:

法
則
を
追
求
し
ょ
う
と
す
る
。：

.
宜
視
的
理
論
ば
客
觀
的
事
情
、：
例
へ
ば
物
價
0
變

動

等

の

法

則

ぞ

+の
本
の
ー
を

-%
追

求

す

べ

：
き

.
役
割
：が
あ 

へ
る
0

.し
：か
4

模
や
產
業
の.
種

類

露

に

：す
る
多
く
の■

が
？

つ

家

衾

.
カ
均
等
法
則
の
如
き
も0
で
は
說
明
し
難
い
點̂

^
く
な.
い
。,'
'.:.わ
れ

く

ば

：
ク
7
ィ
ツ
の«
に
微
視
的
理
論
か
ら.互
視
的
理
論
へ
と
進
む

」

• 

農

I

も
、、(

ロI.

の
様,

視
的
動
I

f

樹

立

靠

決

間_

孚

^

I

の
遺
產
は
|

そ

重

瞒

し
I

れ
ば
な
ら
ぬ
。で
し
か
し
そt

で

說

明

し

ょ

う

，と

す

る

態

度

は

擧

間

.
の
進
；步

：に

_
と
づ
，
.
て
有
害
な
結
果
を
生
む.こ
と

本

あ

る

。
，
更

に

こ

：の

問

題

を

棘

計

的

に

捉

へ

易

く

す

る

：

. 

た
め
、.
そ
れ
に
都
合
の
良
い
理
論
耩
成
を
初
め
.
か
ら
豫
定
し
て
：か
か
る
と
.
一

K:

う

.

こ
と
も
理
論
經
濟
擧
め
邪
道
で
.
あ
ら
う
。
\
理
論
は
許
測
技

t 

r 

s 
•
1
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'.術
に
優
先-
4
な
け
れ
ば
&
ら
ぬ
箸
で
あ
る
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